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金木だより（2）

化進む金木中学校
改築に向ってスタート

＝建設促進協議会発足
－－－

＝

誤
ロ

電韓珂

齢

生
徒
や
父
兄
ら
か
ら
改
築
が

待
た
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が

さ
る
八
月
二
十
四
日
、
金
木
中

学
校
建
設
促
進
協
議
会
の
組
織

会
が
開
か
れ
、
改
築
に
向
け
て

実
質
的
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。現

在
の
校
舎
は
昭
和
二
十
二

年
新
築
後
、
生
徒
数
の
蛎
加
等

に
伴
っ
て
数
回
の
蛎
築
を
重
ね

て
き
ま
し
た
が
、
校
舎
面
祇
は

‐
‐
笥
凸
‐
‐
一

、
アダ

が
■
Ｂ

Ｕ
ｌ
、

揖
示
↑
唖
、
．
，
執
呈

幹
Ｊ
】
■
・
ｂ
ｌ

金
木
中
学
校
は
創
立
三
十
五

年
、
木
造
の
た
め
校
舎
の
老
朽

化
が
↓

－

」
こ
数
年
で
急
激
に
進
み
、

|笹己崇｛ご
ｌ
‐

ｄ
ｏ
■
■
Ⅱ
■▽

ト

凸

グ.ﾛ－

●

健
全
行
成
推
進
は
地
域
ぐ
る

み
で
ｌ
と
さ
る
九
月
四
日
、
町

中
央
公
民
館
に
郡
内
六
町
村
か

ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
や
来
賓
な
ど
関

係
者
約
三
百
四
十
人
が
出
席
。

五
十
七
年
度
北
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
青
少
年
の

健
全
育
成
推
進
を
図
る
た
め
に

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
地
域
活
動
の
振

屋
内
体
育
館
を
含
め
四
千
二
百

三
十
六
平
方
メ
ー
ト
ル
で
基
準

よ
り
六
百
四
十
四
平
方
メ
ー
ト

ル
狭
く
、
か
つ
老
朽
化
は
年
々

進
み
、
昨
年
五
月
に
県
で
耐
久

度
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
老
朽
校

舎
に
該
当
し
、
改
築
に
は
国
庫

補
助
金
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
調
汽
結
果
を
並
祝
し
た

同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
昨
年
九
月
、

「
老
朽
校
舎
と
連
動
施
設
の
改

築
」
を
町
議
会
に
陳
怖
。
議
会

で
は
教
育
民
生
沌
任
委
員
会
に

付
託
。
同
委
員
会
で
は
町
教
育

委
員
会
等
と
モ
デ
ル
校
舎
視
察

や
合
同
会
砿
を
開
く
な
ど
し
て

現
在
も
継
統
的
に
審
縦
し
て
い

健
全
育
成
は
地
域
ぐ
る
み
で

北
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
研
修
会

興
を
ｌ
と
北
郡
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
（

鳴
海
等
会
長
・
嘉
瀬
）
が
主
催
、

毎
年
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

開
会
式
で
は
、
鳴
海
会
長
が

「
会
員
杣
互
が
手
を
取
り
合
っ

て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
取
り

組
も
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、

功
労
の
あ
っ
た
剛
体
、
個
人
の

表
彰
が
あ
り
、
来
賓
ら
が
祝

辞
を
の
べ
ま
し
た
。
引
き
続

ま
す
。こ

の
よ
う
な
情
勢
か
ら
町
で

は
、
金
木
中
改
築
に
は
学
区
民

の
意
兄
を
反
映
す
る
た
め
調
査

・
研
究
を
ｌ
と
建
設
促
進
協
議

会
を
設
立
し
た
も
の
で
す
。

協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は
学
区

内
の
町
縦
会
縦
風
、
学
校
畳
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
ら
三
十
三
禍
で
柵

成
さ
れ
、
組
織
会
で
は
会
長
に

伊
藤
久
雄
さ
ん
、
副
会
長
に
泉

谷
柾
太
郎
さ
ん
、
吉
田
登
志
一

さ
ん
を
選
任
。
各
委
員
か
ら
建

設
促
進
に
向
っ
た
活
発
な
意
兄

が
出
さ
れ
、
早
期
建
設
に
向
け

そ
の
前
提
で
あ
る
用
地
の
選
定

に
極
力
努
力
す
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

●
造
り
平
屋
建
て
、

面
積
四
百
三
十

六
平
方
メ
ー
ト

ル
で
保
育
室
、

乳
児
室
及
び
廊

下
に
は
床
暖
房

が
施
さ
れ
る
な

ど
子
供
た
ち
の

安
全
を
考
慮
し

た
設
計
と
な
っ

て
い
ま
す
。

完
成
予
定
は

さ
る
八
月
二
十
六
日
、
第
四

保
育
所
の
地
鎮
祭
が
喜
良
市
生

活
改
善
セ
ン
タ
ー
東
側
の
建
設

予
定
地
で
行
わ
れ
、
関
係
者
が

工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

同
保
育
所
は
鉄
骨
ブ
ロ
ッ
ク

き
、
三
分
科
会
に
分
か
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
「
地
域
ぐ
る
み
で
子
育

て
を
す
す
め
よ
う
」
「
青
少
年

の
健
全
育
成
と
家
庭
の
役
割
」

「
青
少
年
の
健
全
育
成
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
地
域
活
動
」
を
テ
ー
マ
に

司
会
者
を
囲
ん
で
討
議
。
サ
ブ

テ
Ｉ
マ
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
を
つ

く
っ
て
問
迦
を
出
し
合
い
、
全

体
討
議
に
諮
る
形
式
で
、
活
発

第
四
保
育
所
が
着
工

ｕ
月
末
に
は
完
成

十
二
月
二
十
日
で
す
が
新
し
い

園
舎
に
入
所
で
き
る
の
は
、
備

品
等
の
搬
入
、
諸
検
査
な
ど
に

日
数
が
か
か
る
た
め
一
月
末
頃

の
予
定
で
す
。
子
供
た
ち
か
ら

完
成
が
待
た
れ
て
い
ま
す
。

な
意
見
が
杣
次
い
で
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
全
体
会
議
で
各
分

科
会
の
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、

初
の
試
み
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ

は
「
青
少
年
の
健
全
育
成
と
学

校
教
育
と
の
か
か
わ
り
』
で
、

非
行
防
止
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
教
師
の

連
携
に
つ
い
て
要
望
や
質
問
が

出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

完成予想図



（3）金木だより

明
る
い
地
域
づ
く
り
と
婦
人

の
社
会
的
地
位
向
上
を
め
ざ
し

て
二
十
年
ｌ
・
金
木
町
連
合
婦

人
会
（
相
馬
京
子
会
長
）
の
創

立
二
十
周
年
記
念
式
典
が
さ
る

九
月
十
七
日
、
町
中
央
公
民
館

で
開
か
れ
、
会
員
約
二
百
四
十

人
が
参
加
、
地
域
の
福
祉
と
平

和
へ
の
貢
献
を
誓
い
合
い
ま
し

た
。

地
域
づ
く
り
に
貢
献
帥
年

連
合
婦
人
会
が
記
念
式
典

同
蠅
人
会
は
昭
和
三
十
七
年

八
月
、
町
内
七
地
区
の
婦
人
会

が
一
体
と
な
っ
て
結
成
さ
れ
、

以
来
、
夏
祭
り
行
事
の
流
し
踊

り
に
参
加
、
祭
り
を
盛
り
あ
げ
、

昭
和
五
十
一
年
か
ら
始
ま
っ

た
町
の
文
化
祭
で
は
食
堂
を

開
設
し
て
町
民
か
ら
好
評
を
博

し
、
ま
た
、
滴
掃
奉
仕
や
国
民

年
金
保
険
料
納
付
組
織
と
し
て

●

社
会
に
生
か
そ
う
知
識
と
経

験
ｌ
な
ど
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
さ

る
九
月
十
四
日
、
町
中
央
公
民

館
で
第
十
四
回
金
木
町
老
人
福

祉
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
町
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
お
年
寄
り
を
顕
彰

し
、
健
康
で
明
る
い
老
後
生
活

を
築
く
こ
と
を
誓
い
合
う
た
め

町
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
そ
れ

に
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
共

催
で
毎
年
開
か
れ
て
い
る
も
の

町
行
政
に
協
力
し
地
域
づ
く
り

に
貢
献
す
る
一
方
、
婦
人
学
級

な
ど
を
開
催
し
て
、
会
員
杣
互

の
資
質
向
上
を
め
ざ
し
活
動
を

展
開
。
着
実
に
躍
進
を
続
け
て

い
ま
す
。

式
典
で
は
、
相
馬
会
長
が
「

母
な
る
大
地
の
信
念
に
徹
し
、

地
域
づ
く
り
に
お
互
い
の
手
を

と
り
合
っ
て
進
み
ま
し
よ
っ
」
。

知
識
と
経
験
役
立
て
よ
う

第
Ｍ
回
老
人
福
祉
大
会

と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
歴
代
会
岐
政
幸
く
ん
が

長
、
歴
代
地
区
会
長
に
表
彰
状
「
仲
間
に
入
れ
て

と
記
念
帥
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
も
ら
え
な
い
じ

続
い
て
来
賓
の
祝
辞
が
あ
り
、
つ
ち
や
」
を
朗

受
賞
者
を
代
表
し
て
今
き
ぬ
さ
続
。
母
の
実
家

ん
（
喜
良
市
）
が
「
今
後
も
の
じ
っ
ち
や
が

婦
人
会
活
動
の
発
展
に
尽
力
し
年
寄
り
だ
か
ら

ま
す
・
」
と
謝
辞
を
の
べ
ま
し
た
。
と
家
族
の
団
ら

午
後
か
ら
は
祝
宴
に
入
り
、
ん
に
入
れ
て
も

中
谷
教
育
長
の
音
頭
で
乾
杯
を
ら
え
ず
仲
間
は

し
た
後
、
各
地
区
の
有
志
が
白
ず
れ
に
さ
れ
て

慢
の
歌
や
踊
り
な
ど
を
披
露
し
、
い
る
様
子
を
訴

二
十
年
の
苦
労
を
忘
れ
て
、
な
え
る
感
動
的
な

ご
や
か
な
ひ
と
と
き
を
す
ご
し
に
は
、
思
わ
ず

て
い
ま
し
た
。
頭
を
押
さ
え
る

念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

寿
者
夫
婦
三
組
に
顕
彰
状
と
記

激
励
の
こ
と
ば
に
次
い
で
、
九

を
受
賞
し
た
嘉
瀬
小
六
年
の
土

応
募
作
品
の
中
か
ら
優
秀
賞

十
三
人
、
八
十
歳
に
達
し
た
長

八
十
五
歳
に
達
し
た
長
寿
者
二

十
歳
以
上
の
長
寿
者
十
三
人
、

あ
い
さ
つ
、
町
長
（
代
理
）
の

で
す
。続

い
て
作
文
発
表
が
行
わ
れ
、

大
会
で
は
花
田
社
協
会
長
の

●
え
る
感
動
的
な
作
文
に
、
会
場

に
は
、
思
わ
ず
ハ
ン
カ
チ
で
目

頭
を
押
さ
え
る
光
景
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
引
き
続
き
来
賓
の
祝

辞
が
あ
り
、
受
賞
者
を
代
表
し

て
佐
野
洪
さ
ん
（
嘉
瀬
）
が
謝

辞
を
の
べ
ま
し
た
。

作文を発表する

土岐政幸<ん

謝辞をのべる

佐野洪さん
午
後
か
ら
は
昼
食
を
狭
ん
で

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
入
り
、
各

老
人
ク
ラ
ブ
の
有
志
が
自
慢
の

歌
や
踊
り
を
次
々
と
披
露
。
舞

台
と
会
場
が
一
体
と
な
っ
て
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。

90歳とは思え

ないほど元気です

アトラクションを楽しむお年寄り



金木だより（4）

嘉
瀬
小
二
年

は
ら
た
・
だ
い

か
が
み
で
か
お
を
兄
た
。

ぼ
く
の
か
お
は
ま
る
が
た
だ
。

お
こ
っ
た
か
お
を
す
る
と
、
は

な
の
上
に
し
ま
み
た
い
の
が
で

き
た
。

目
は
ど
こ
で
も
よ
く
見
え
る
。

ま
ゆ
毛
は
上
に
い
っ
た
り
、
下

に
き
た
り
で
お
も
し
ろ
い
・

耳
を
兄
た
ら
め
い
る
み
た
い
。

ほ
っ
ぺ
た
を
つ
れ
っ
た
ら
、
口

が
ほ
そ
く
な
っ
た
。

手
で
た
た
い
た
ら
、
口
が
ぷ
る

ん
と
ふ
る
え
た
。

ぼ
く
の
か
お

場
はあなだが

。話題など

画室まで

ご連絡下さい。

いつでも取材|こ伺います。

野
球
・
ソ
フ
ト
・
相
撲

三
種
目
に
熱
戦
展
開

第
六
回
町
内
少
年
体
育
大
会

●

トラクター

喜良市小4年横山栄子

開会式で審判長の注意を聞く豆選手たち

晴
天
に
恵
ま

れ
た
さ
る
八
月

十
六
Ｈ
、
第
六

川
町
内
少
年
体

育
大
会
が
喜
良

市
小
グ
ラ
ン
ド

で
Ⅲ
か
れ
・
熱

戦
を
腫
開
、
溌

瀬
小
が
総
合
優

勝
を
果
し
ま
し

た
。

こ
の
大
会
は
、

児
童
の
健
全
育

成
は
ス
ポ
ー
ツ

で
ｌ
と
謹
良
市

ス
ポ
ー
ツ
愛
好

会
（
小
野
祐
蔵

会
及
）
が
主
催

毎
年
開
い
て
い

る
も
の
で
す
。

こ
の
川
参
加

大
会
し
た
の
は
町

内
各
小
学
校
か

ら
児
童
約
百
五
十
人
。
暑
さ
に

も
め
げ
ず
詰
め
か
け
た
父
兄
ら

の
声
援
を
受
け
な
が
ら
野
球
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
杣
撲
の
三
極

に
熱
戦
を
股
開
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

Ｉ
野
球
Ｉ

①
金
木
小
②
喜
良
巾
小
③

鋸
瀬
小
、
川
倉
小

Ｉ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ー

①
川
倉
小
②
瑞
瀬
小
③
喜

良
市
小
、
金
木
小

Ｉ
相
撲
Ｉ

①
嘉
瀬
小
②
金
木
小
③
川

倉
小

ジャングルジム

第二保育所なら・きりひと
●

さ
る
九
刈
五
川
、
藤
枝
溜
池

で
鯉
抽
り
大
会
が
行
わ
れ
、
町

内
外
か
ら
約
百
五
十
人
が
参
加
、

大
物
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
藤
枝
内
水
面

漁
業
組
合
が
主
催
、
三
年
毎
に

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

ひ
ま
わ
り

川
倉
小
二
年

あ
さ
り
よ
し
ひ
と

こ
の
川
は
、

肌
寒
さ
を
感
じ

さ
せ
る
天
候
で

し
た
が
参
加
者

た
ち
は
大
き
な

網
を
手
に
早
朝

か
ら
ぞ
く
ぞ
く

と
集
合
。
合
図

の
サ
イ
レ
ン
の

音
と
と
も
に
一

斉
に
溜
池
に
入

り
、
腰
ま
で
泥

に
つ
か
っ
て
思

う
よ
う
に
動
き

が
と
れ
な
い
な

が
ら
も
、
大
物

ロケットコンビネーション

金木小3年野宮朋子

捕
り
に
悪
戦
苦
闘
す
る
光
景
が

あ
ち
こ
ち
で
兄
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、
溜
池
の
ま
わ
り
に
は

大
物
を
揃
え
る
瞬
間
を
一
目
兇

よ
う
と
、
約
二
百
人
の
観
衆
が

立
ち
並
び
一
匹
揃
え
る
た
び
に

歓
声
を
あ
げ
、
一
緒
に
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

J毎
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さ
る
八
月
二
十
九
日
、
芦
野

公
園
に
あ
る
自
然
休
養
村
管
理

セ
ン
タ
ー
に
喋
内
の
俳
句
愛
好

者
約
九
十
名
が
参
加
、
金
木
俳

や
■
、
。
、

句
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
力

こ
の
大
会
を
主
催
し
た
の
が
今

回
紹
介
す
る
金
木
俳
句
会
砧
吟

社
（
平
井
機
炎
会
長
）
で
す
。

戦
時
中
で
物
資
の
乏
し
い
昭

和
十
八
年
頃
、
当
時
の
嘉
瀬
村

に
住
む
背
年
有
志
が
沢
田
一
歩

さ
ん
を
代
表
に
俳
句
雑
誌
「
嶋

子
」
を
出
版
、
県
内
か
ら
脚
光

を
浴
び
た
の
が
会
発
足
の
発
端

で
あ
る
と
い
う
。

戦
中
、
戦
後
の
混
乱
の
な
か

一
時
的
に
活
動
は
停
滞
し
た
も

の
の
昭
和
二
十
五
年
九
月
に
は

「
鬼
灯
（
ほ
お
ず
き
」
を
出

版
、
さ
ら
に
翌
二
十
六
年
か
ら

は
郷
土
背
年
俳
句
雑
誌
と
し
て

「
砧
（
き
ぬ
た
）
」
を
出
版
、

当
時
と
し
て
は
本
格
的
な
俳
句

雑
誌
と
し
て
注
目
を
浴
び
三
十

年
頃
ま
で
続
い
た
と
い
う
。
そ

の
後
は
社
会
怖
勢
の
変
遷
な
ど

に
よ
り
会
の
活
動
は
停
滞
を
続

け
た
が
、
昭
和
四
十
年
金
木
南

中
学
校
初
代
校
長
と
し
て
着
任

伽
錯
間
上

と
毛
に

し
た
小
山
内
末
美
先
生
の
呼
び

か
け
に
よ
り
嘉
瀬
地
区
の
み
な

ら
ず
町
内
全
域
か
ら
会
員
が
集

ま
り
、
名
称
も
金
木
俳
句
会
砧

吟
社
と
な
り
雑
誌
を
再
刊
し
ま

し
た
。

例
会
は
毎
月
一
回
、
町
中
央

公
民
館
で
各
向
が
句
を
持
ち
よ

り
、
会
員
全
風
が
選
者
と
な
っ

て
採
点
、
批
評
、
《
会
只
机
互
の

熟
達
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
成
果
は
今
春
背
森
市
で

開
か
れ
た
県
俳
句
懇
話
会
主
催

の
春
季
俳
句
大
会
で
現
わ
れ
ま

し
た
。
元
会
長
の
沢
田
一
歩
さ

ん
（
嘉
瀬
農
協
勤
務
）
が
県
内
か

ら
集
っ
た
俳
句
愛
好
者
百
二

自然の美しさを歌う会員15人

〃一…金木俳句会砧吟社

●

十
人
の
中
か
ら
総
合
で
一
位
を

狸
得
し
た
の
で
す
。
そ
の
時
の

俳
句
を
一
句
ご
紹
介
し
ま
す
。

俳
句
と
は
ｌ
に
、
沢
田
さ
ん
は

「
季
節
の
感
梢
を
込
め
、
自
然

の
美
し
さ
を
歌
う
」
と
即
座
に

返
答
、
好
き
で
や
め
ら
れ
な
い

理
由
で
も
あ
る
と
話
し
て
い
ま

し
た
。第

十
二
回
金
木
俳
句
大
会
で

の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
ぶ
し
さ
そ
ら
い
ら
ま
い

辛
夷
咲
き
天
一
枚
の

陞
り

玻
璃
と
な
る

口
松
毬
は
孤
独
の
丸
み
炎
天
に
農
婦
働
く
秋
の
音
わ
れ
老
残
の

秋
の
影
沢
剛
一
歩
尻
向
け
て
小
野
青
炎
呼
吸
づ
か
い
伊
藤
白
泉

碑
の
文
字
黒
々
と
鎖
樋
に
連
な
る
秋
意
夕
涼
し
海
女
ひ
た
ひ
た
と

秋
近
し
坂
田
雑
人
資
料
館
長
内
艸
骨
海
離
る
原
田
季
岳

恵
ま
れ
な
い
お
年
寄
り
の
一

日
孫
に
Ｉ
と
敬
老
の
日
の
十
五

日
、
喜
良
市
地
区
子
供
会
連
合

会
（
桜
庭
一
会
長
）
が
川
倉
に

あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「

あ
し
の
園
」
の
お
年
寄
り
を
慰

問
。
歌
や
踊
り
な
ど
を
披
露
し

て
喜
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
慰
問
は
今
年
で
四
年
目
。

同
子
供
会
の
年
中
行
事
と
し

て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
世
話
人
の
今
ト

シ
さ
ん
、
古
川
明
美
さ
ん
ら
と

共
に
自
転
車
で
訪
問
。
同
園
で

は
ち
ょ
う
ど
八
月
生
ま
れ
の
お

年
寄
り
の
誕
生
会
の
最
中
。
子

夏
惜
し
む
浮
洲
を
占
む
え
る

烏
の
黒
頭
崎
ま
さ
と
し

一
句
未
己
の
脛
に
貸
し
ボ
ー
ト
の
け
ど
る
園
の

蟻
登
る
平
井
機
炎
秋
め
き
て
川
村
干
子

歌
や
踊
り
に
大
喜
び

喜
良
市
子
供
会
が

あ
し
の
園
慰
問

●
嫁
の
手
を
借
り
て
髪
染
む
み
な
さ
ん
も
仲
間
に
入
っ
て

背
す
だ
れ
沢
田
一
耕
一
句
い
か
が
で
す
か
。

ｌ
の
歌
で
誕
生

日
を
迎
え
た
お

年
寄
り
一
人
一

人
に
手
づ
く
り

の
レ
イ
を
贈
り

祝
櫛
し
た
後
、

奴
踊
り
、
ゲ
ー

ム
そ
れ
に
歌
な

ど
を
披
露
。
お

年
寄
り
た
ち
は

大
喜
び
で
し
た
。

こ
の
後
、
体

の
不
自
由
な
お

年
寄
り
の
歩
行

の
手
助
け
や
車

供
達
が
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
イ

イ
ス
を
押
し
な
が
ら
部
屋
ま
で

送
り
、
な
ご
や
か
な
一
日
を
過

ご
し
、
再
会
を
誓
い
合
っ
て
い

水
櫛
で
髪
捌
か
る
る

夕
薄
署
斉
藤
竹
灯

ま
し
た
。

お年寄りを手づくりのレイで祝福する会員

＝■
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足
腰
の
強
い
農
業
を
め
ざ
し
、

意
欲
の
持
て
る
農
政
確
立
を
進

め
よ
う
ｌ
と
さ
る
九
月
一
日
、

町
中
央
公
民
館
に
北
五
地
区

の
農
業
委
員
約
百
五
十
人
が
出

席
し
て
第
二
回
北
五
地
区
農
業

委
員
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
冷
害
な
ど
に

よ
っ
て
窮
迫
し
て
い
る
農
家
経

営
の
立
て
直
し
や
、
低
迷
す
る

ｒ

■
瀞
欝
鼠

．
’
仁
⑫
町
ｎ
町
唱
畑
ヅ
Ｔ
に
冬
．
虹
上
↑
Ａ

足
腰
の
強
い

農
業
め
ざ
し
て

北
五
地
区
農
業
委
員
大
会

簾2回北五地且農業零頁大会今
な
Ｉ
寺
寒
弘
靭
・
喰
哩
り
ょ
卜９

毛
彦
卜
岨
乱
心
八
己
足
７
唖
士
を

《
ｂ
ｐ
ｂ
。

■

農
業
楢
造
改
善
な
ど
を
図
る
た

め
、
五
所
川
原
市
と
北
郡
六
町

村
で
組
織
し
て
い
る
北
五
地
区

農
業
委
員
協
議
会
（
成
田
長
之

助
会
長
・
市
浦
村
）
が
主
催
、

昨
年
か
ら
開
か
れ
て
い
る
も
の

で
す
。武

田
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後

来
賓
の
祝
辞
な
ど
が
あ
り
、
引

き
続
き
町
股
業
委
員
会
長
櫛
引

ザ

ー

－

政
雄
さ
ん
を
級

長
に
議
事
に
入

り
、
中
谷
肇
さ

ん
（
川
倉
）
、

今
柾
義
さ
ん
（

五
所
川
腺
市
）

の
二
人
が
そ
れ

ぞ
れ
「
農
地
三

法
の
推
進
と
中

核
農
家
の
育
成

」
「
農
村
予
算

の
確
保
と
農
政

発
展
」
と
越
し

で
意
兄
発
表
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
意
兄

●

さ
る
八
月
十
八
日
、
町
中
央

公
民
館
で
出
稼
ぎ
者
安
全
就
労

大
会
が
開
か
れ
、
出
稼
者
や
家

族
約
二
百
人
が
参
加
、
安
全
を

祈
願
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
出
稼
中
の
安

全
を
祈
願
す
る
と
共
に
、
就
労

経
路
の
正
柑
化
な
ど
を
促
進

す
る
た
め
、
出
稼
者
が
帰
行

す
る
八
月
に
毎
年
開
い
て
い

る
も
の
で
す
。

大
会
の
冊
頭
の
安
全
祈
願

祭
で
は
、
来
賓
ら
と
共
に
出

稼
ぎ
者
を
代
表
し
て
伊
藤
武

男
さ
ん
（
神
川
町
、
町
出
稼

就
労
者
組
合
副
組
合
長
）
が

玉
串
し
を
奉
典
。
安
全
を
祈

願
し
た
後
、
全
只
が
出
稼
ぎ

物
故
者
に
黙
と
う
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
ら
の
祝
辞

発
表
を
基
に
活
発
な
討
縦
が
行

わ
れ
①
農
地
三
法
の
実
施
推
進

②
股
産
物
輸
入
自
由
化
、
枠
拡

大
阻
止
③
意
欲
の
持
て
る
股
政

確
立
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
大
会

宣
言
を
採
択
、
農
家
の
利
益
代

表
と
し
て
圃
結
を
誓
い
合
い
ま

し
た
。川

人
が
安
全
祈
願

？
台
出
稼
者
安
全
就
労
大
会

鼠舎妻公牝や大分
な
ど
が
あ
り
、
引
き
続
き
「
出

稼
ぎ
中
の
就
労
安
全
に
つ
い
て

」
と
題
し
て
五
所
川
原
職
業
安

定
所
長
な
ど
が
講
減
。
参
加
者

は
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

安
全
を
祈
る
出
稼
者
ら

ま
た
席
上
、
永
年
勤
続
者
と

し
て
当
町
か
ら
次
の
方
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

吉
川
米
五
郎
（
蒔
田
）
秋
谷

正
義
（
喜
良
巾
）
木
下
俊
蔵
、

伊
藤
一
恥
、
鴫
海
彦
一
（
以
上

黙
瀬
）●

１
１

９

の●

●
投
票
に
は
口
替
式
投
票
と
記

号
式
投
票
が
あ
り
ま
す
。

向
醤
式
投
票
は
、
選
挙
人
自

身
が
候
補
者
一
人
の
氏
名
を
記

戦
す
る
方
法
で
す
。

こ
れ
に
対
し
記
号
式
投
票
は
、

あ
ら
か
じ
め
投
票
用
紙
に
候

補
者
の
氏
名
が
印
刷
さ
れ
て
お

り
、
￥
」
れ
に
○
の
詑
号
を
押
す

方
法
で
す
。
金
木
町
に
お
け
る

投
票
で
は
、
知
事
選
挙
が
こ
の

方
法
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
と
は
別
に
、
点
字
投
票
、

代
理
投
票
、
不
在
者
投
票
、
仮

投
票
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

中
に
は
皆
さ
ん
も
利
用
し
た
こ

と
の
あ
る
投
票
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。

点
字
投
票
は
、
目
の
不
自
由

な
人
が
点
字
を
川
い
て
投
票
す

る
も
の
で
す
。

当
町
で
は
、
こ
の
方
法
を
利

川
す
る
人
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
是
非
利
用
し

て
向
ら
の
権
利
を
行
使
し
て
も

ら
い
た
い
も
の
で
す
。

代
理
投
票
は
、
い
わ
ゆ
る
代

い
ろ
い
ろ
な
投
票

せ
ん
き
よ
の
知
識
⑥筆

投
票
の
こ
と
で
、
身
体
の
故

障
者
や
文
盲
の
人
に
限
っ
て
代

理
者
が
投
票
用
紙
に
記
載
す
る

方
法
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
選
挙

で
も
、
利
用
者
が
か
な
り
あ
っ

た
投
票
で
す
。

不
在
者
投
票
に
つ
い
て
は
、

次
号
で
詳
し
く
述
べ
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

仮
投
票
は
、
前
記
ま
で
の
投

票
と
は
い
く
ら
か
趣
き
が
違
い

ま
す
。た

と
え
ば
、
選
挙
人
名
簿
の

誤
載
等
に
よ
り
選
挙
権
を
有
し

て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
者
や
、

選
挙
人
が
本
人
で
あ
る
か
確

認
で
き
な
い
と
き
、
ま
た
、
代

理
投
票
の
請
求
者
で
身
体
の
故

障
等
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、

投
票
管
理
者
が
投
票
を
拒
否
し

た
こ
と
に
不
服
が
あ
る
場
合
に

行
な
わ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
仮

投
票
は
開
票
所
に
送
ら
れ
、
開

票
管
理
者
に
よ
っ
て
受
理
さ
れ

る
か
否
か
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
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今
年
こ
そ
よ
い
米
を
〃

適期刈取り･もみすり調整
を目標に1等米so％

二
年
続
き
の
冷
災
害
は
農
家

経
済
に
大
き
な
影
審
を
与
え
て

お
り
、
今
年
こ
そ
は
豊
作
を
、

と
切
な
る
願
い
を
こ
め
て
稲
作

管
理
を
行
っ
て
き
た
筈
で
す
。

い
よ
い
よ
収
穫
の
時
期
と
な

り
ま
し
た
。
先
般
の
巡
回
農
業

相
談
で
も
金
木
地
区
農
業
改
良

普
及
所
か
ら
説
明
、
指
導
が
あ

り
ま
し
た
が
、
刈
取
時
期
、
脱

①
登
熟
は
地
域
、
品
種
、
被

害
の
程
度
に
よ
っ
て
異
な
る

が
、
刈
取
適
期
は
全
体
の
籾

の
九
十
％
が
黄
化
し
た
時
点

が
基
準
と
な
る
。
（
特
に
刈

り
遅
れ
の
な
い
よ
う
注
意
す

る
。
）

②
刈
取
り
作
業
の
能
率
を
商

め
る
た
め
、
《
排
水
の
便
に
つ

と
め
、
作
業
は
計
画
的
に
進

め
る
。排

水
の
悪
い
水
田
で
は
排

水
口
を
二
～
三
ヶ
所
に
設
澄

す
る
ほ
か
、
排
水
識
を
つ
く

る
な
ど
刈
取
り
に
倣
え
る
。

刈
取
り
時
期
③
バ
イ
ン
ダ
ー
刈
り
は
自
然

乾
燥
作
業
の
労
力
に
合
せ
た

登
熟
は
地
域
、
品
種
、
被
適
正
な
組
作
業
人
“
ま
た
は

害
の
程
度
に
よ
っ
て
異
な
る
刈
取
り
面
械
と
し
、
刈
取
り

が
、
刈
取
適
期
は
全
体
の
籾
後
、
直
ち
に
乾
燥
す
る
。

の
九
十
％
が
黄
化
し
た
時
点
④
自
脱
コ
ン
バ
イ
ン
は
、
回

が
基
準
と
な
る
。
（
特
に
刈
転
数
や
刈
取
速
度
を
調
整
し
、

り
遅
れ
の
な
い
よ
う
注
意
す
脱
桴
米
の
で
な
い
よ
う
に
す

る
。
）
る
。

●

穀
鯛
製
が
大
事
に
な
り
ま
す
。

こ
と
し
こ
そ
適
期
刈
取
り
、

適
正
な
も
み
ず
り
調
製
に
よ
っ

て
一
等
米
の
米
を
売
渡
し
農
業

所
得
を
高
め
た
い
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
農
作
業
は
、
県

農
業
指
導
課
か
ら
出
さ
れ
て
い

る
今
後
の
重
点
指
導
事
項
を
参

考
に
し
て
進
め
ま
し
ょ
う
。

乾
燥
資
材
詠
刊
１
１
．
１
ｌ
く
る
捌
録
流
通
約
線
面
魂
（

お
よ
び
十
セ
ン
チ
肘
当
り
二
時
間

収
穫
機
械
の
整
備
に
一
言
五
十
～
一
言
キ
ロ
グ

脱
穀

ラ
ム
（
傾
斜
角
度
三
十
五
度

①
稲
掛
棒
や
架
掛
け
の
資
材
）
と
し
選
別
粘
度
を
高
め
る

な
ど
は
刈
取
り
面
柚
に
応
じ
①
脱
穀
機
の
阿
転
は
速
く
な

て
不
足
分
を
補
充
す
る
。
る
と
脱
蕊
や
胴
凱
が
多
売
渡
し
米

②
バ
イ
ン
ダ
ー
や
コ
ン
バ
イ
’
く
な
る
の
で
適
正
な
回
転
数

の
出
荷

ン
、
乾
燥
機
は
使
川
前
後
に
（
五
百
～
六
百
回
転
）
で
行

整
伽
点
検
を
行
な
い
調
整
し
う
。

①
乾
燥
調
製
の
早
期
化
を
は

て
お
く
。

②
褐
変
籾
、
稚
い
も
ち
、
青
か
り
、
計
画
的
な
早
期
出
荷

立
稲
や
過
乾
燥
な
ど
被
害
粒
に
つ
と
め
る
。

乾
燥
の
多
い
も
の
は
別
に
分
け
て
②
一
等
米
生
産
の
鷲
と
売

５

脱
穀
し
、
売
渡
し
米
と
し
な
れ
る
青
森
米
の
評
価
を
落
さ

玄
米
水
分
＆
％
に
い
。
な
い
よ
う
に
つ
と
め
る
。

１

①
自
然
蔦
は
期
間
が
長
び
籾
擢

く
と
胴
割
米
や
蒲
色
粒
な
ど

整
粒

が
発
生
し
、
品
質
が
低
下
す

る
の
で
棒
掛
け
乾
燥
は
砧
天

日
に
掛
替
え
を
行
う
な
ど
し
①
乾
燥

て
籾
水
分
十
四
・
五
～
十
五
十
分
放

％
を
目
標
（
玄
米
水
分
十
五
二
十
度

・
五
％
目
標
）
と
す
る
。
機
に
か

●
②
自
然
乾
燥
で
仕
上
げ
乾
燥

を
行
う
場
合
は
、
籾
水
分
十

八
％
位
に
な
っ
た
ら
機
械
乾

燥
に
切
り
替
え
る
。

③
機
械
で
乾
燥
す
る
場
合
は

急
激
な
乾
燥
は
さ
け
、
一
時

間
当
り
○
・
八
％
以
下
に
し
、

循
環
型
乾
燥
機
は
タ
ン
ク

満
杯
で
使
川
す
る
よ
う
に
す

る
。

乾
燥
機
で
乾
燥
し
た
籾
は

調
整

歩
合
》
以
上
に

冷
（
籾
温
度
十
五
～

Ｃ
）
し
て
か
ら
籾
摺

け
る
。
籾
摺
作
業
は

7

万
石
や
ゴ
ム
ロ
ー
ル
の
調
整

に
注
意
し
、
肌
ず
れ
米
や
砕

米
の
で
な
い
よ
う
に
す
る
。

②
回
転
型
米
選
機
の
流
量
は

節
一
本
当
り
一
時
間
前
に
九

百
～
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
基
準

と
し
、
作
業
中
目
詰
り
に
注

意
す
る
。

③
縦
線
型
米
選
機
を
使
用
す

る
場
合
、
流
量
は
線
面
中
（

十
セ
ン
チ
肘
当
り
）
一
時
間

に
二
百
五
十
～
三
百
キ
ロ
グ

ラ
ム
（
傾
斜
角
度
三
十
五
度

）
と
し
選
別
粘
度
を
高
め
る
。

一
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秋季農作業安全運動実施中
9月20日

～10月31日

農業機械の安全利用に
気をつけましょ

収
穫
の
秋
と
な
り
本
格
的
な

秋
の
農
作
業
シ
ー
ズ
ン
に
入
っ

て
き
ま
し
た
。
高
性
能
農
業
機

械
の
普
及
に
よ
り
農
作
業
の
省

力
化
に
著
る
し
い
効
果
を
あ
げ

て
い
ま
す
が
、
反
面
、
農
業
機

械
に
よ
る
事
故
も
毎
年
多
発
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
事
故
の
大
半
は
ち

ょ
っ
と
し
た
不
注
意
や
日
頃
の

点
検
整
備
の
不
備
か
ら
お
き
て

お
り
、
未
然
に
防
止
で
き
る
も

の
が
多
い
の
で
す
。

次
の
重
点
事
項
を
守
り
、
農

業
機
械
の
安
全
利
用
に
十
分
気

を
つ
け
て
下
さ
い
。

●

①
転
倒
転
落
を
防
止
す
る

た
め
、
ほ
場
環
境
に
応
じ
た

作
業
を
行
い
、
絶
対
無
理
を

し
な
い
と
と
も
に
、
で
き
る

だ
け
機
械
の
走
行
路
等
の
危

険
箇
所
を
熟
知
し
て
お
き
、

必
要
に
応
じ
て
改
善
し
て
お

〆
、
○

②
機
械
の
特
性
を
十
分
把
撫

し
、
運
転
操
作
の
習
熟
に
努

め
る
。

③
日
常
の
点
検
整
伽
を
励
行

す
る
。

④
機
械
の
点
検
や
調
竪
時
及

身につける

農機の操作が身を守る
機
械
を
使
う

場
合
の
注
意

①
作
業
中
籾
や
わ
ら
を
詰
ま

ら
せ
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

②
砧
ま
り
を
と
り
除
く
と
き

は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
る
。

③
ほ
場
の
出
入
り
、
畦
畔
越

え
時
の
転
倒
邪
故
に
注
意
す

る
。

④
安
全
防
護
カ
バ
ー
は
必
ず

び
機
械
か
ら
離
れ
る
と
き
は

必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
る
。

⑤
服
装
を
整
え
る
。

⑥
無
免
許
、
浦
酔
い
、
体
調

不
良
者
の
運
転
は
や
め
る
。

コ
ン
拳
ハ
イ
‐
ン

脱
穀
機

●
①
収
穫
物
の
運
搬
等
で
道
路

を
走
行
す
る
場
合
は
、
方
向

指
示
器
や
反
射
鏡
等
が
正
常

に
作
用
す
る
よ
う
に
し
て
お

く
と
と
も
に
、
他
の
交
通
に

十
分
注
意
す
る
。

②
傾
斜
地
で
の
ほ
場
や
農
道

を
走
行
す
る
場
合
は
転
倒
転

落
事
故
に
注
意
す
る
。

③
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
で
は
転

倒
、
転
落
に
よ
る
死
亡
事
故

を
防
止
す
る
た
め
、
安
全
フ

レ
ー
ム
を
装
伽
す
る
。

忘れまい心の注意と
機械の注油

ト
ラ
ク
タ
ー

耕
運
機

と
り
つ
け
て
お
く
。

①
燃
料
も
れ
や
不
完
全
燃
焼

が
な
い
よ
う
に
整
術
し
て
お

△
で
、
Ｏ

②
乾
燥
機
の
周
囲
に
は
燃
え

や
す
い
わ
ら
屑
、
紙
屑
を
お

か
な
い
。

③
機
械
運
転
中
は
、
時
々
安

全
確
認
を
行
う
。

④
乾
燥
舎
に
は
消
火
器
を
備

え
つ
け
て
お
く
。

自
脱
コ
ン
バ
イ
ン
は
、
ト
ラ

ク
タ
ー
や
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
・
レ
ヤ

ー
に
比
べ
年
間
使
用
日
数
も
少

な
い
が
、
事
故
の
発
生
率
が
高

い
の
で
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

乾
燥
機
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何
で
も
言
え
る
親
子
の
間
柄

が
望
ま
し
い
と
言
っ
て
も
、
友

人
並
み
に
、
と
は
い
か
な
い
よ

う
で
す
。
親
子
の
会
話
で
は
、

ど
う
し
て
も
命
令
や
禁
止
の
言

葉
が
多
く
な
り
が
ち
で
す
。
「

し
つ
け
」
に
目
が
い
っ
て
し
ま

う
か
ら
で
し
ょ
う
。

「
手
を
洗
い
な
さ
い
」
「
そ
ん
な

こ
と
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
」

親
に
し
て
み
れ
ば
当
り
前
の

こ
と
を
言
っ
た
だ
け
な
の
に
、

「
お
母
さ
ん
は
口
を
開
く
と
文

交通事故から守ってね〃
嘉瀬小学校1年のみなさん

言
葉
、
命
令
や
禁
止
の
言
葉
を

嫌
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

を
自
主
性
の
現
れ
と
考
え
「
子

供
の
し
た
い
よ
う
に
さ
せ
る
」

い
わ
ゆ
る
放
任
型
の
立
場
を
取

る
人
も
い
ま
す
が
、
ア
ド
バ
イ

句
ば
か
り
だ
」
「
お
父
さ
ん
と

話
す
と
怒
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

嫌
だ
」
な
ど
と
、
親
に
何
も
言

わ
な
く
な
る
子
供
も
い
ま
す
。

子
供
は
、
特
に
反
抗
期
な
ど

に
は
押
し
付
け
ら
れ
る
よ
う
な

命
令
や
禁
止

●

ス
ぐ
ら
い
は
与
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

子
供
が
何
を
し
て
い
る
か
に

絶
え
ず
注
意
し
、
困
っ
た
り
悩

ん
だ
り
し
て
い
る
よ
う
な
ら
、

た
わ
い
の
な
い
話
か
ら
切
り
出

田
中
裕
治
（
敏
彦
）
蒔
田

木
下
貴
文
（
悟
）
嘉
瀬

安
田
舞
乃
（
実
）
金
木

長
谷
川
夕
希
子
（
清
久
）
〃

す
な
ど
し
て
、
机
談
に
乗
っ
て

や
り
ま
し
ょ
う
。

そ
の
際
、
親
に
し
て
み
れ
ば

子
供
の
悩
み
が
ど
ん
な
に
さ
さ

い
な
こ
と
に
思
え
て
も
、
当
人

に
と
っ
て
は
深
刻
な
問
題
な
の

窓の籍戸日
頃
の
会
話
の

積
み
重
ね
が
効
果
を
持
つ

お
め
で
と
う

八
月

今
昭
人
（
金
川
）
喜
良
市

伊
丸
岡
優
希
（
晃
）
〃

須
崎
靖
子
（
正
輝
）
嘉
瀬

今
美
紀
子
（
忠
栄
）
喜
良
市

岩
田
夏
紀
（
結
家
）
〃

木
田
竜
（
久
）
〃

西
村
隆
史
（
秀
ご
喜
良
市

今
佑
太
（
裕
嗣
）
〃

神
成
哲
失
（
亮
逸
）
金
木

澤
田
瞳
（
正
治
）
嘉
瀬

白
川
裕
美
（
了
）
金
木

澤
川
和
希
（
國
明
）
嘉
瀬

白
川
愛
子
（
孝
治
）
蒔
田

山
口
仁
美
（
教
男
）
金
木

工
藤
順
（
武
明
）
〃

佐
々
木
大
輔
（
暁
）
〃

か
ね
ま
せ
ん
。

ま
た
、
注
意
や
助
言
を
効
果

的
に
す
る
た
め
に
は
、
言
う
タ

イ
ミ
ン
グ
と
言
い
方
に
も
気
を

つ
け
た
い
も
の
で
す
。

子
供
が
あ
る
こ
と
を
し
よ
う

で
す
か
ら
、
頭
ご
な
し
に
「
バ

カ
だ
ね
、
そ
ん
な
心
配
し
て
い

る
の
」
な
ど
と
は
く
れ
ぐ
れ
も

お
っ
し
ゃ
ら
な
い
よ
う
に
。
子

供
が
、
自
分
の
心
の
カ
ラ
を
閉

ざ
し
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り

●
と
し
て
い
る
と
き
、
半
ば
口
癖

の
よ
う
に
「
早
く
や
り
な
さ
い

」
な
ど
と
言
う
お
母
さ
ん
も
お

ら
れ
る
よ
う
で
す
が
、
別
に
急

が
な
く
て
よ
い
場
合
な
ど
は
、

子
供
の
す
る
こ
と
を
じ
っ
と
見

守
る
こ
と
も
大
切
で
し
ょ
う
。

一
方
、
同
じ
こ
と
を
告
げ
る

に
も
さ
ま
ざ
ま
な
言
い
方
が
あ

り
ま
す
。
感
怖
的
に
な
っ
て
逆

効
果
を
招
か
な
い
よ
う
に
…
…

命
令
や
禁
止
の
言
葉
が
効
果

を
持
つ
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の

会
話
の
横
み
亜
ね
が
大
切
で
す
。

で
き
る
限
り
子
供
と
話
す
機
会

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

へへへへへへへ

上秋津阿小白兼原山前今桑花郡

見元田部澤蝶需田Hrl田田田司の 美喜

織堅悟蕊享豊雲穂騨
薩蕊籍雲霊塞霊
五嘉蔦ll」版図深甲盃神意嘉茨
所形柳蒔浦柏〃良城
市瀬瀬県町田町木木脱市瀬県

お
し
あ
わ
せ
に

一
戸
ナ
ッ
エ

岩
泉
市
太
郎

工
藤
唯
勝

今
金
治

中
西
清
三
郎

白
川
金
次
郎

角
田
兼
八

金木 だより縮刷版
予約募集中

霊ミ症暑
井立藤山
と江

諦篝
お
く
や
み

へへへへへへへ

77595771667651
ーｰーー曹一ゞ 魚友邦定

夫雄美則
… ー ー グ ー昭和27年から昭和57年12月

3,000円

企画室までTEL3-2111内線40

○収録範囲

○金額

○申し込み
金
木

喜
良
市

〃
嘉
瀬

金
木

喜
良
市

金
木

蟹
田
町

喜
良
市

喜
良
市

五
所
市

一一角 ＝ー

鼻
篝
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育
児
と
い
う
と
、
赤
ち
ゃ
ん

が
生
ま
れ
て
か
ら
の
こ
と
と
思

わ
れ
が
．
ち
。
ミ
ル
ク
を
飲
ま
せ

た
り
、
お
し
め
を
替
え
た
り
…

で
も
赤
ち
ゃ
ん
が
ｎ
分
で
川

も
で
き
な
い
の
は
、
お
な
か
に

い
る
と
き
も
Ｍ
じ
で
す
。
栄
養

の
摂
取
や
排
せ
つ
は
、
お
な
か

の
赤
ち
ゃ
ん
に
代
わ
っ
て
妊
娠

中
の
お
母
さ
ん
が
一
手
に
引
き

妊
娠

育
児
は
も
う

始
ま
っ
て
い
る

乳幼児の健康診査 母
子
保
健
強
調
月
間

乳幼児の健服診

査を次の日程で行

います。該当する

乳幼児には、必ず

受診させるように

して下さい。
受
け
て
い
る
の
で
す
。

お
な
か
に
い
る
赤
ち
ゃ
ん
に

は
、
お
伴
さ
ん
の
仙
康
状
態
が

そ
の
ま
ま
影
響
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
妊
娠
し
た
ら
病
瓢
に

か
か
ら
な
い
よ
う
虹
を
付
け
る

の
は
も
ち
ろ
ん
、
食
小
や
睡
眠

に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

赤
ち
ゃ
ん
は
お
け
さ
ん
の
お

な
か
に
い
る
時
期
、
羊
水
と
い

母
子
を
結
ぶ

(百~胴児庭康診査）
謄
帯
と
胎
盤

扣
月
１
日
～

口受付H時

10"2111(*)

午後1時～1時30分

口場所

公立金木瓶院小児科

口対象

IMI57年7〃生まれ

●

と
胎
雛
で
、
お
緋
さ
ん
の
体
と

結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
衿
と
胎
盤
を
通
じ
て
、

酸
素
や
栄
蛋
の
袖
給
が
行
わ
れ

ま
す
。

う
液
体
に
浮

浮
か
ん
で
い

ラ
ゲ
の
よ
う

の
で
な
く
、

沽
動
で
生
じ
た
炭
酸
ガ
ス
や
老

廃
物
が
、
こ
の
禰
と
胎
雛
を
辿

っ
て
お
慨
さ
ん
の
体
に
運
ば
れ

ま
す
。
騰
帯
と
胎
樅
は
お
母
さ

そ
か
ら
延
び
る
膀
辮
と
い
う
笹

ま
た
川
時
に
、
赤
ち
ゃ
ん
の

r1歳6カ月児健康診査 か
ん
で
い
ま
す
。

る
と
い
っ
て
も
ク

に
浮
遊
し
て
い
る

赤
ち
ゃ
ん
の
お
へ

31
口受{､l11時

日10"211I(*)

午後12時40分～1時

口場 所

公立金木病院小児科

ん
と
亦
ち
ゃ
ん
を
紬
ぶ
パ
イ
プ

な
の
で
す
。

膀
州
を
辿
っ
て
赤
ち
ゃ
ん
の

体
か
ら
運
ば
れ
た
炭
酸
ガ
ス
は

お
母
さ
ん
の
と
一
紺
に
肺
か
ら

ま
た
、
を
廃
物
の
ほ
う
は
肺
戯

で
解
毒
さ
れ
た
リ
ジ
ン
臓
か
ら

お
母
さ
ん
は

働
き
す
ぎ

象

机56年4ﾉl生まれ

口対

昭

（
マンガ本200冊

●
｜ミj'･供たちに!沈ませて．下さい一と

'1;ﾘⅡlllll.の秋元祥子さんが役場町民

ホールに設樅されている「あさひ

mili」にマンガ本2001111を奇IIWし

ました。みなさんのこ利州をお待

ちしています。階l)たい方は相談

案内係までどうぞ。
'L,__-－－ノ

お
母
さ
ん
の
駅
と
一
緒
に
川
さ

れ
ま
す
。

で
す
か
ら
・
妊
娠
中
の
お
母

さ
ん
に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
分
の

酸
素
と
栄
侭
が
必
要
な
だ
け
で

な
く
、
排
せ
つ
も
二
人
分
。
こ

れ
は
普
通
の
状
態
か
ら
好
え
れ

ば
完
全
に
オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク
で

す
。

栄
養
も
休
碇
も
十
分
に
取
り

ま
し
ょ
う
。

ま
た
。
妊
娠
叩
は
、
と
か
く

イ
ラ
イ
ラ
し
て
ス
ト
レ
ス
か
た

ま
り
か
ち
で
す
。
お
卸
さ
ん
か

イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
と
お
な
か

の
赤
ち
ゃ
ん
に
も
良
く
あ
り
ま

せ
ん
。
軽
い
作
業
や
買
い
物
は

か
え
っ
て
よ
い
迩
肋
に
な
り

ま
す
。
適
度
な
皿
勧
と
入
浴
な

ど
で
就
分
娠
換
を
図
り
・
神
経

も
休
め
て
く
だ
さ
い
。

児童生徒の明るい選挙啓発標語集②

きれいなlll1.はき

よくみよういる

きれいな心きれ’

町のため人 のた

俊今

塚本

外崎

竹内

i,,"11j小611lはきれいな選挙で－…･‐

）いろんな人がまさってる

‘，きれいな一票｜ﾘlるいIIII

人のために|ﾘlるい選挙一・・

仲金木小“I 隆

I謀実子川倉小611

金水叫1111 信 夫


